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※表中のゴシック体の部分は、前回（第７回）審査会における追加の指摘事項等を示しています。  

■事業計画について 

項目 指摘、質問事項等 事業者の説明等 取扱い 

事業計画 

研究所員の自動車使用を厳しく

制限しているが、戸塚駅から遠く、

夜遅くまで勤務することもあると

思うので、電気自動車などの対策も

考えてはどうか。 

[9/14審査会] 

 その点は検討したが、夜間遅くの

車通勤は危険が伴う可能性もある

ので排除した。仕方がない場合は、

許可を得た上で、車で通勤する形を

取りたい。駅から 10 分程度はそれ

ほど遠い距離ではないので、この様

な運用で進めたいと考えている。 

[9/14 審査会] 

説明済 

[9/14 審査会] 

【審議での指摘事項等】 

 研究所員の自動車使用制限に関

する指摘は、戸塚駅から現地まで夜

は結構暗く、女性研究員が歩くのは

いかがなものかと思うので、車の質

を高める方向がいいかと考えて述

べた。事業者の考えがあるので、こ

れ以上は指摘しないが、実現可能性

が高い方にした方がいいのではな

いか。 

[9/14 審査会] 

－ 

審議内容を事

業者に申し伝

えた。 

停電になった場合、自家発電によ

り安全対策を全て賄うことができ

るのか。 

[9/14 審査会] 

 自家発電により、重要なポイント

は 72 時間、重油で対応できる。都

市ガスが止まらなければ、コージェ

ネレーションシステムにより発電

できる。安全対策はできると考えて

いる。また、主要建物はほとんど免

震構造とし、震度７でも壊れないよ

う設計している。 

[9/14 審査会] 

説明済 

[9/14 審査会] 
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事業計画 

（浸水関連） 

雨水流出抑制槽に屋根やアスフ

ァルト舗装の水が流れ込むのであ

れば、アスファルト舗装をそのまま

とせずに草地として管理し、土壌の

部分で流出を吸収してあげるとい

うように、植栽をうまく使ってオン

サイトの流出を減らすことを検討

しているか。 

[9/14審査会] 

 グリーンインフラを採用できな

いか、全面アスファルト舗装が治水

の意味で良いのかなど、現在検討し

ている。もう少し時間をいただき、

前向きにいい方向で報告できれば

と思っている。 

[9/14 審査会] 

対応検討中 

グリーンインフラの検討は、詳細

が明らかになったら報告すること。 

[9/14 審査会] 
－ 

内水氾濫シミュレーションの考

察で、西側エリアの緑道の高さを道

路面と同一にしたので緑道に水が

流れ込むとあるが、緑道に流れ込ん

だ水は外にいかない想定というこ

とか。 

[9/14 審査会] 

緑道の高さレベルを隣接道路と

同じにして、排水溝を作り、道路や

緑道の雨水を雨水流出抑制槽に流

れるようにしたいと考えている。緑

道の一部にグリーンインフラを検

討しながら、治水に努力していきた

いと考えている。 

[9/14 審査会] 

説明済 

[9/14 審査会] 

 緑道の水も雨水流出抑制槽に入

るということでよいか。 

[9/14審査会] 

 そうです。 

[9/14 審査会] 

内水氾濫シミュレーションの解

析手法や条件設定は、横浜市の公開

データと同様の結果が得られるこ

とを確認した上で盛土の影響等を

解析しているので、手順はしっかり

取り組まれている印象を受けた。盛

土により流入しなくなった水につ

いて、解析の結果では他所に悪影響

を及ぼさないとのことだが、結局そ

の水はどこにいったのか。 

[9/27審査会] 

横浜市のハザードマップを作っ

た専門会社に依頼し、下水道の条件

やレベル等を全てデータとして入

れた上で、盛土と都市計画道路の条

件を設定して解析した。専門会社の

コメントでは、地盤が高くなること

と都市計画道路が高くなること、東

西の敷地にそれぞれ約6,000トンの

雨水流出抑制槽を作ることにより、

この付近での水があふれにくくな

るということである。これは雨水流

出抑制槽を介しながら下水道への

負荷を軽減することで、その結果と

して、この近隣地域には盛土の影響

が出てこないというコメントであ

った。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 
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事業計画 

（浸水関連） 

説明会で住民の方から「昨今の豪

雨や台風を踏まえ、雨量の前提を変

えた方がいいのではないか」という

御意見があった。想定外の水害が起

こった場合について、この事業によ

って悪化させているわけではない

ことを解析的に示すことはできる

か。例えば、30年に１回の確率の降

雨量（76.5mm/h）より大きい雨量で

計算し、盛土の影響を検討する余地

はあるのか。 

[9/27審査会] 

現状では解析結果と比較できる

デ ー タ が ハ ザ ー ド マ ッ プ の

76.5mm/h しかないので、その降雨量

の時に本事業はどう影響するかを

シミュレーションした。例えば

100mm/h とすれば、当然これよりも

水位が上がってくると思うが、それ

と比較するデータがないので、降雨

量を増やしたシミュレーションを

行う予定はない。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 

住民の方の感情を考えると、色々

な条件の雨が降る可能性があるの

で、検討しておいた方が周辺の住民

の方も安心されると思う。横浜市と

同様の結果が再現できるこの解析

を用いれば、もっと激しい雨が降っ

た場合の盛土の影響は、立地条件が

変わるわけではなく、水の入る境界

条件が変わって解析するだけなの

で、一応検討出来る気がするが、そ

れは難しいか。 

[9/27審査会] 

検討や専門会社への依頼は、お金

がかかるが難しくはない。ただし、

その結果が盛土の影響かどうかは、

盛土をやらない評価もしないと分

からず、両方の条件を併せてやらな

いといけないので、まず76.5mm/hの

比較を提示して説明した。 

[9/27審査会] 

説明実施 

[9/27審査会] 

 

説明予定 

[本日] 

住民説明会で浸水に関する説明

をした際、住民の方々の反応はどう

だったか。概ね仕方がないという反

応をいただいたのか、盛土がすごく

心配であるという反応をいただい

たのか。 

[9/27審査会] 

理解していただける方もいたが、

盛土による水害が発生するのでは

ないかという御心配を持たれてい

る方もいて、事業者の説明では不安

が払拭できるような状況ではなか

った。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 

御意見を出された住民の方はま

だ納得されていないようなので、事

業を進めていく上でどう影響する

か少し懸念されるがどうか。 

[9/27審査会] 

シミュレーションの結果を繰り

返し御説明することしかないと考

えている。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 

事務局はどう対応すべきと考え

ているか。 

[9/27審査会] 

【事務局が回答】 

準備書に対する意見書を募集し

ている期間なので、その内容も踏ま

え、検討していただければと考えて

いる。 

[9/27審査会] 

【審議での指摘事項等】 

横浜市は、災害時の設定水位とい

った前提条件を随時見直すと思う

が、ハザードマップを見直す機会は

どのタイミングか。現在のものをし

ばらく使っていくということか。 

[9/27審査会] 

【事務局が回答】 

今のところ更新することは聞い

ていない。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 
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■環境影響評価項目について 

項目 指摘、質問事項等 事業者側の説明等 取扱い 

生物多様性 

 コチドリの環境保全措置として

東側敷地（将来用地）のアスファル

ト舗装の角部分に砂利敷を設ける

計画だが、この様な砂利敷にコチド

リは来るのか。東側敷地の盛土の法

面の舗装部分を草地とし、これに連

続するように砂利敷の環境を増や

すというような、景観的に配慮した

保全措置も考えられるのではない

か。 

[9/14 審査会] 

 芝生にするかどうか等も含め、検

討していく。 

[9/14 審査会] 

対応検討中 

 アスファルト舗装は、温熱環境に

対する影響も大きいので、ネガティ

ブなものを出来るだけ減らした暫

定空間を確保すること。 

[9/14審査会] 

 コチドリは植物が生えた環境に

は適さず、裸地状態が一番良い。空

間の規模等を勘案し、専門家に相談

してベストな方法を検討すること。 

[9/14 審査会] 

 草丈が長いとコチドリは寄って

こないこと等、御指摘は認識してい

る。詳細計画に生かしていければと

考えている。 

[9/14 審査会] 

対応検討中 

大気質 

 浮遊粒子状物質の予測値につい

て、建設機械の稼働による予測値と

工事用車両の走行による予測値に

対し、それらを合算した予測値が異

なっている理由は何か。 

[9/14審査会] 

 建設機械の稼働による影響と工

事用車両の走行による影響をそれ

ぞれ単体で予測した結果に対し、そ

れらを合算した予測結果を示して

いる。方法書段階で、合算した影響

を検討するよう市長意見があった。 

[9/14 審査会] 

説明済 

[9/14 審査会] 

 建設機械の稼働による予測値と

工事用車両の走行による予測値の

範囲から取ったのではなく、それら

を合算したものを新たに予測した

ということか。 

[9/14 審査会] 

 道路沿道の予測地点１～６の道

路断面で予測したものに対し、建設

機械の稼働による影響の等濃度線

の予測結果を重ね合わせて、合算す

ると、このような予測値になるとい

うことを検証した。 

[9/14 審査会] 

説明済 

[9/14 審査会] 

 工事用車両の走行による影響

0.011mg/m3に対し、建設機械の稼働

による影響を合算すると、0.012 

mg/m3となるのは正しいのか。 

[9/14 審査会] 

 0.011mg/m3に対し、0.012mg/m3と

いうことで、その値の差分だけ建設

機械の稼働による影響が加わって

いる。 

[9/14 審査会] 
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騒音 

工事中の騒音の予測値について、

地点３で６dB、地点４で３dBの上昇

とあるが、３dB だと交通量が２倍

に、６dBだと４～５倍くらいに現状

から増えるのではないか。３dB上昇

だと敏感な人はうるさいと感じ、６

dB 上昇では明らかに住民はうるさ

いと感じると思う。改善し、せいぜ

い３dB上昇くらいに抑えること。 

そのためには交通量を減らすし

かなく、地点３に工事用車両の出入

口があるので、他の出入口を使うな

どした方が良い。地点３には住居が

あるようなので、６dB上昇はもう少

し考えた方が良い。 

[9/14 審査会] 

御指摘の予測値は、建設機械の稼

働による騒音レベルと工事用車両

の走行による等価騒音レベルを合

算したものであり、工事用車両が倍

になるという状況ではない。 

工事用車両の走行による影響の

予測地点１～６に対し、建設機械の

稼働による影響の等騒音線（準備書

P.6.5-19）を重ね、各地点での騒音

レベルを合成した場合に何 dB にな

るかを予測したので、工事用車両と

建設機械の複合影響となる。 

予測結果はピーク時のものであ

り、それ以外の期間ではより影響度

が下がってくるかと思うが、結果を

踏まえ、騒音・振動の環境保全措置

により影響の低減に努めてまいり

たいと考えている。 

[9/14 審査会] 

説明済 

[9/14 審査会] 

建設機械の稼働による騒音は、場

所によっては大きくなるが、一番音

が大きくなるときに予測値くらい

であると、１週間や 10 日程度の範

囲であれば、事前に工事説明をすれ

ば我慢できる範囲かと思う。説明を

丁寧にすること。 

[9/14 審査会] 

 承知した。 

[9/14 審査会] 

振動 

振動は、騒音と違い 50dB を超え

ると明らかに迷惑感を感じる。地点

３と地点５の予測値が 51dBなので、

振動の苦情が出るかもしれない。 

振動を抑えるには工夫が必要だ

が、路面やマンホールへの工夫が考

えられる。50dBを超えた箇所は工夫

した方がいいのではないか。 

[9/14 審査会] 

予測結果はピーク時のものであ

り、それ以外の期間ではより影響度

が下がってくるかと思うが、結果を

踏まえ、騒音・振動の環境保全措置

により影響の低減に努めてまいり

たいと考えている。 

[9/14 審査会] 

説明済 

[9/14 審査会] 

 

■手続等について 

項目 指摘、質問事項等 事業者側の説明等 取扱い 

手続 

説明会で市民の方からの質問に

対し「横浜市にお伝えします」とい

う事業者の回答があったようだが、

横浜市の見解は出ているのか。例え

ば、土管については、どのような処

理になるのか。 

[9/27審査会] 

【事務局が回答】 

 事業者が横浜市に質問内容を伝

えた後、横浜市から市民の方に対

し、見解を返すという手続は、環境

影響評価の手続上はない。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 
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手続 

市民の方から、その後どうなった

かという問合せは来ないのか。なけ

れば良いが、うやむやになるのは良

くないのではないか。 

[9/27審査会] 

【事務局が回答】 

この件に関しては、今のところ、

問合せは来ていない。横浜市は市民

の方からの御意見を聴くシステム

を設けているので、そちらに来れば

横浜市の見解を回答できる。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 

それは公表されるシステムなの

か。 

[9/27審査会] 

【事務局が回答】 

まずは市民の方に回答した後、御

意見のタイトル等の内容を公表す

るシステムとなっている。 

[9/27審査会] 

説明済 

[9/27審査会] 

 

■審議での審査会委員の御意見について 

項目 御意見 

事業計画 

（浸水関連） 

最近は気象条件が過激になってきており、それが常態化しているという背景のもとに、

今後、審査会として、どのように議論していった方がいいのか考えなければいけない。 

[9/27審査会] 

事業を始める前の段階で、お金がかかることや、企業なのでコストや時間を考えなけれ

ばいけないことも分かるが、どのレベルでやるのかはもう少し議論が必要ではないか。 

[9/27審査会] 

最近は何十年に一度の雨が頻繁に起こるので、横浜市がそれをどう捉えていくのかが、

とても大事である。気象庁等と協議し、まず横浜市が全体としてどうするのか考えた方が

いいのではないか。その上で、個々の企業が対応するという形に進めざるを得ないのでは

ないか。 

[9/27審査会] 

恐らく事業者としては、法令上で求められることはやっており、それ以上のコストをか

けて企業の信用を保つかという経営的な問題になるのではないか。これに対し、審査会と

しては、法令上最低限のことをやってくださいという意見ではなく、それ以上のことをや

ってくださいと述べてもいいのではないか。 

[9/27審査会] 

確認した限りでは、解析の信頼性はかなり高い。土木分野の専門家として言うのであれ

ば、追加の解析は必要ないと思う。ただし、住民の方々で納得していない方がいることを

どう捉えるか。議論があった方がいいのではないか。 

[9/27審査会] 

準備書段階で指摘できるとすれば、事後のモニタリング体制をしっかり作ることではな

いか。計器でモニタリングする体制を確保することや、その時に LCP、BCP の観点から協

議するテーブルを確保することが考えられる。アセスだけで解決しきれないことを住民の

方にも御理解いただき、物別れにならないことが一番大事なのではないか。 

[9/27審査会] 

 


